
地質調査所月報（第3巻第4，5号）

　　　　生結　　論・
1）本地域を構成する地暦はいわゆる大井川贋の女神

、累層と志1太累暦である。

2）天然ガス愚暦と考えられるものは女神泥岩と見て

大過ない5
’
3
）
』

西部の地質構造は北東一南西の一般走向を有す

　るズキバ構i輩であるが，さらに東部においては1高：草1

山をめぐる弧夷犬構i造：があり，爾者が岡部・下之多邸の

聞で相接し，小規模な対曲類似構造を示す。

4）第四紀暦中1あるいはとれに被覆された第三紀麿

中にガス鉱床を求める場合にはその下位にか玉る構

造の存在を考慮しなけれぼならず，その際特に構造

を切る南北性の断層に注目すべき’である0

5）一般に山地の第三紀贋中にガス鉱床を求めるに

は，構i造から早て不利であるoしかしな治開発の対

象を求める場合には五十海ピ上籔田一下之郷

一瀬古の地内の構造に伴5鉱床を対象とすべきで

ある。
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（註）　構邉の分類にはその頂部に女1碑泥岩が露繊する竜の麺C級とし，その頂部に清」く礫岩’あるいは藤
　稜凝灰累砂岩暦が露出するもの聖B級，構造ま丸原町互層からなる喝のをA級構造とし牝。
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　Tsukidate　coalfidd　is　situ獄ted　about50km

n・rthDfSendaiCityand・ccupi6shillyland

with　a　low　elevation（1ess　than90m　above

sea　level），comprising　an　area　of1．7km2．

Tsukidate　coal　bearing　formαtion　lles　hori－

zontally　under　t瓦e　hilly　land，　containing

three　lignite　seams．

　　ヤ　Themiddleand．10werseams　afe　work＆ble＝

the　former　is（iistribute（I　in　the　central　part

of　the　coalf重eld，the　latter　is　predominant：重n

the　westem　part．　These　Iignite　seams　are

50cmア80cm　thick　and　in　gener＆1・are　tra・

c6able　continuously．　The　calorific　value　of

theligniteshows4，000－4，600c＆1．Itis

easy　to　exploit　this　lignite，because　rock＄

whlch　form　both　hanging　walls　and　foot

waHs　are　stable，and　und6rground　water　is

COmparatiVely　SCanty．

　The　writeTs　estimate　coal　reserves　as

follows：

　　ぞr・vedr6s6rves一・…一1，413，000t

　　Provable　reserves…………2，370，000t

　　Possible　reserves　・……・・…1，600，000t

　The　writers　have　inspected　ll　co11ieries

which　are　beまng　worked．　They　are　exploi・

ted　on　a　small　scale　for　want　of　capital

inv6sted』Onlytw・c・11ierieshaveam。nt1ソ

issぜe・f200－300t。ns．，M。stc。11ieries

h＆veagaIlery（ieve1），ad。ptingめillar

working，but　a　few　collieries　have　inclined

planes，ad・pting1・n暫wallw・rking』

1．要 旨

　（11）　本調査地域は，宮城県栗原郡築館町および玉沢

村’に跨がる南北5km，東西7kmの範閉で，その面積約

17．5km2を箪する。

　（2）　本地域は海抜90m以下の低い丘陵地で，起伏

の少ない緩やかな地形を呈し，一般に西より東へ低く，

嶺線は略々李行して：：東西に細長く走つている。谷巾1は一

般に広くかつ李坦で地形による蓮i搬1および作i業…上の障害

はほとんどなく，交通は比較的便利である。

（3）本調査地域に尭達する地暦は，下位より玉沢介

暦，築館爽炭贋，および第四紀の河岸段丘礫暦ならびに

沖積厨にわけられる。玉沢介暦は仙台附近の滝ノロ介暦

　に，築館爽炭暦は中部埋木暦にそれぞれ対比される。な

　お構造は極めて簡軍で，全般的に水挙暦を示し，局部的

　一に緩傾斜を繰返して1いるにi過ぎない。

　　（4）爽炭暦は主として凝次質砂岩，細粒擬茨岩およ

　、び浮石質粗粒凝次岩等より成り上暦（厚：さ25cm乃至

　15cm）中暦（厚さ80cm乃至50cm），下暦（厚ざ70cm

　乃至60cm）1の3暦の亜炭を掠有しているσこの中稼行

　に耐えうるものは，中暦および下暦の二暦で，特に中暦

　は蓮続性に富み，炭質が良好で通称本暦と呼ぱれ，当地

　域の中央部に広く発達し，主要な稼行炭暦となつてい

　喬。一・方下暦は中部の照越炭鵬周辺においてそめ発達は

　最も艮好で，東進するにつれて次第に不良となり，陸鴉

　街道以東め地域においては，下暦の稼行は行われず，主

　として中贋のみを採掘している・

　　（5）炭暦は一般に蓮続性に富む木質および炭質亜炭

　で鋏みは少なく，また探炭切弱における支保は，上下盤

　共一般に良好な関係上その多くを必要としない。また坑

　内湧水も比較的少なく，そゐ探掘作業は一般に容易であ

　るo
　　（6）　本地域に発達する亜炭の発熱量は奉均4600カロ

　リー乃至4000カ・リーである。一般に木質の部分が多く

　近年この部分を利用し宅家庭燃料ならびに自動車用燃料

　として乾溜コーラィトの製造が行われ始めている。

　　（7）本地域の炭量は約5，390，000tで，この中確定

　炭量1，413，000t，推定炭量2，370，000t，予想炭量

　1，600，000乞で，確定可採炭量は848，000t，推定可採炭

　・量は1，420，000tである。

　　（8）　本調査地域の稼行炭鵬は斥先掘のものも合わせ

　．て全部で11鉱あり，この中三峰炭膿・月山炭礁・丸大

　炭磯・照越炭鵬・神田炭鵬・大盛炭磯・第三三峰炭鵬・

　白鹿炭鵬・美松炭薩等の9箇所においては炭暦に澹つた

　水李坑道を以つて水準以上の操炭を実施し，大昭和炭

　鵬・仙北炭鵬においては，斜坑を以つて水準以下の炭隆

　を稼行している。な魅照越炭鑛．・神田炭磯・仙北炭薩の

　3箇所に器いては～中暦およぴ下暦の爾暦を採掘し，他

　の炭鵬においては総べて中膳のみを稼行の対象としてい

　るQ
　　（9）　本地域において最も採掘の進んでいる地区は，

　中央部の照越炭鵬・註峰炭膣・大盛炭鵬周辺で，当地域

　の炭贋発達は最も良く，なおかつ採掘朕況からいつても

　最も好適な地域を占めている。この中今後発展の対象と

　しては，中屠・下暦の爾炭暦が近接して発達する照越炭

　鵬西南方地域がのぞましく，將來この開発に当つては適

　当な箇所を設定し，探炭試錐を遂次実施して本炭暦の賦

　存1伏況を明らかに二する必要：があるo

　（10）最近の資金難ならびに石炭生産の上昇におさ
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れ，経済的経営が容易でなくなるため，大規摸企業はの

ぞまれず，主として小規模な開発計画を実施し，．今後の

対策として，亜炭の用途を研究し，加工燃料として，そ

の利用方法を高めるよ5，努めるべきものと思考する。

2．調査地，調査班員，期間

a．炭田および地区名　宮城県栗原郡築館炭田

b．調査精度準・精査
c，調査班員　地質調査員高橋　翻・森　和雄

　　　　　測量員　山屋政美・市川賢…・橋本知昌

d．期　間
（・）地羅皇鵬號翻甜｝・8醐

（・）趨班暴羅劉恥昌／47繭

a　位置，区域，交通

位　置
調査地は宮城県栗原郡の東南端部に位して，築館町お

よび玉沢村の全域を含み，その東方は内沼，伊豆沼を羨

んで東北本線に接し，・新田駅より約5km，瀬峰駅より

は約4kmの距離にある。その北側は築館町の市街を望

み，西より東へ蛇行して迫川が流れ，その下流若柳町よ

り約9kmの地点にある。

区　 域

本調査地域は築館町と瀬峰聞を走る仙北軌道を東限と

して西方に伸ぴて迫町に達し，南は玉沢村と清滝村の村

境を南端部として北紅広がり，築館町に達する南北約4

km，東西約7≧mに亘る範囲で，．その調査総面積約

17．5km2である。

交　通
本地区の東端には，築館町瀬峰間を結ぶ仙北軌道の私

営自動車道路が略々南北に走り，この東側には内沼・伊豆

沼をへだてて，東北本線がとれと李行して走つている。

また現在採掘中の主な炭磯は国道および県道近くに位置

し，、各炭磯よりそれら幹線道路迄の運搬も容易であつ

て，蓮i搬は比較的恵まれ1た條件下にある。

4．地’ 形

　本地域は東西に略々卒行して走る緩やかな丘陵性の地

・形を示し，、標高は海抜100卑以上を越える事はほとんど』

なく，一般に西より東へ徐々に低下し，西部地区では

80m前後，東部地区では40m前後を示している。從つて

当地域を流れる河川はいずれも西より東へ流れ，その規

模もマ騨に小さいが，谷巾は広く，作業および渾搬に麦

障を來たすよづなことはほとんどなく，坑口よりの搬出

は容易である。

　　　〆フ粟慧
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第1図　・位置および交蓮図

各河川は，すべて丘陵に李庁して東流しながら農耕地

を良く灌潮し，いずれも調査区域の東側，内沼および伊

豆沼の低湿地帯に注いでいる。

5．：地 質

（第2図，地形図ならびに地質図および地質断面図参照）

1）地質概論
本炭田に発達する地暦は地質模式柱状図（第3図）に

見られるよづに，次の如く分類される。すなわち上部よ

り少

鵬轟礫屡｝一一…糾諮

（3）築鰍炭刷…一．．…。，…．．第三紀智

（4）玉沢介暦∫

　すなわち本調査地域には，凝荻質頁岩および砂質頁岩

より成る仙台附近の滝ノロ介暦に対比される玉沢介暦よ

り上暦の発達が見られる。玉沢介居は本地域東部丘陵地

の縁辺部に帯状の分布を示し，その上位に不整合に仙台

附近の中部埋木暦に対比される所め，主として凝友質砂

岩および凝友岩より成り3枚6亜炭層を挾有する築館爽

炭暦が粟り，それらを不整含に被つて段丘礫暦が発連す

る。

2）地質各説

（我）　坤積層　本暦は主として粘土，砂および礫暦より

　成り，各丘陵地間の低地を構成している。

（b）　河燦段丘礫層　本暦は第三紀暦を不整合に被覆し，

8－1（176）
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第2図　地形および地質図なちびに地質断面図
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第3図模式粧状図
本調査地域の北東部，台，寺前附近に極めて小範囲に分

布し，主として礫および砂礫暦により構成されている。

（C）　築館爽炭磨　本屠は，主として，紬粒凝友岩，浮

石質粗粒凝荻岩・凝友質砂岩および礫質砂岩等よりな

り，下位の玉沢介暦を不整合に被覆している。本暦中

に綜上暦・中暦・下厨の3枚の亜炭厨が羨在し，．との

中稼行に耐え5るものは，中暦および下暦の爾暦であ　’

るo特に中層しはi連続1il生に富み，中部地域に広く発達

し，本地域の主要な稼行炭暦となつている。この炭暦

（中暦）を基準として本築館來炭暦を上部と下部に大

別して以下説明する。

i）爽炭暦上部

　主として浮石質粗粒凝次岩・細粒凝次岩および凝

次質砂岩よ匂なり，特に本暦の下部には人頭大乃至

　こぶし大の軽石片を多数包藏した浮石質粗粒凝次岩

　が厚くi発達し，主として北西部の築館町藥師堂南部

および大昭和炭磯北側の丘陵附近に広く分布してい

　る。所によつては，豆粒大の小礫を含み，極めて粗

懸であるとと：があり，またしぼしぼ横に変化して葉

斌暦理を呈する細粒凝次岩に移化している。また本

暦の中部には，偽屠を呈した凝次質粗粒砂岩および

礫質砂岩が発蓬し，炭質物を多量含んだ不規則な砂

島岩の薄暦が挾在している。

　さらに最上部には細粒凝次岩が広く発遙し，西部

地区の大半を占めて分布しているが，これは厨によ

つては北西部の竹の内および柳ノ目附近の切割に見

　与れるよラに，拳大前後の軽石片を多数包藏した浮

、石質粗粒擬友岩に移化している。

　一方南東部地区では，’浮石質粗粒凝次岩は少な

　く，一般に細粒凝友岩およぴ凝友質砂岩が発蓬し，

凝次質砂岩の部分は石英砂ならびに微細な軽石粒を

多数混え，冴によつては小礫を含有しナ顕署な偽暦

を呈してい為p．

　なお本暦の最上部には不規則な粗悪炭が擁在し，

大照炭鵬東方の仙北鉄道切割附近にその炭暦が露出

　しているが，西部では構造上現在地形の上部に脱ずF

　るため，その蓮続性は不明である。

ii）　爽炭暦下部

　本暦の最下部は基底礫岩を構成して，下位の盃沢

介暦を不整合倖被覆している。本礫岩暦綜暦厚6m
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宮城県築館炭田調査報告（高橋編・森和雄）

　乃至4mを有し，P主として拳大乃至胡桃大の円礫

　よりなり，極めて顕薯な偽暦をもつている。また本

　暦は主として調査地域の東半部に分布し，特ド築館

　町東方の（寺前）仙北軌道切割附近および南東部の

　大深沢附近の崖において，下位の玉沢介暦との不整

　合関係が良く観察される似

　　また暦は上部に到るに從つて細粒凝汐ξ岩および浮

　石質粗粒凝荻岩に変じ，特に北西部地区においては

　直径10℃m乃至5cm　g軽石片を多数包藏した浮石

　質粗粒凝次岩が厚く発達し，神田炭鵬東側，荒田沢

　附近および高田山南西部の国道筋等において良く観

　察される。「

　　一方南東進するに從つて，漸次細粒凝友岩に変

　じ，，浮石質粗粒凝次岩の分布は認められず，細粒漿

　荻岩のみが広く分布しているo

　　なお本下部暦は岩質上，上部暦に移化し，上下爾

　厨の境界の識別は困難であるが，便宜上亜炭暦（中

　暦）を最上限として上部暦と区別した。

（d）　玉沢介暦　、本介贋は築館來炭暦に不整合に被覆

され，ほとんど水李層であるが，全般的にはわずかに

東方へ20～3。内外の緩傾斜を示している。またその

分布は主として本調査地域の東半部に限られ，その範

囲も極めて小さく本介暦の上厨部のみ露出し，その下

底部は本調査地域においては全く露出を見ない。岩質

は主として無層理な友色乃至青荻色の凝友質頁岩およ

び凝友質砂質頁岩より成り，時には暦厚1～2m位の

黒雲母の微片を多数含んだ凝友質砂岩を羨有している

事がある。

　本暦はいずれも全般的に凝茨質を呈しており，多数

の介化石ならびに植物化石を包麟している。また処に

　ぐゆ
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　よつては植物破片を多数包藏した擬次質頁岩中に不規

　則な距炭の薄暦を羨有している場合があるρその亜炭

　厨は北部の荒田沢の南東部の太沢附近に露出し，，いず

　れも本介厨の上暦部にのみ認められるが，その稼行価

　値はない。

　　本介暦の主な模式地は，玉萩附近の北部，玉沢村役場

　東側の堀の内附近および南東部の大田附近等である。

　なお本介暦はほとんど最上部のみが露出しているに過

　ぎないので，その化石操取可能範囲も極めて狭く，多

　種類め化石を採取出來得なかつたが，東北大学理学部

‘
地 質学教室の鑑定結果によれぱ，次のようである。

　　αyρピos加δ銘s伽o卿％sπEER，勘8％sC櫛伽
　　ガ．

　　ハ4α60撒6！．診0紗0θ細S？蝋KTYAfゼIA，1吻00卿α

　　s副oi4εs・Y帥IA，肋α面郷＄P・

3）地質構遙

　本調査地域は，地質構造上の大きな変化は認められ

ず，また全般的に傾斜もほとんど水李で，かつ炭暦の擾乱

は全くなく，採掘は容易である。調査地域の中央部，す

なわち大盛炭鵬・三峰炭磯・丸大炭鵬等の附近では地暦

はほとんど永李で，わずかに1Q～3Q位の局部的緩傾斜

を繰返しているに過ぎない。　、

　一方調査地域の東縁部仙北鉄道澹線附近では，東方へ

5Q乃至100位の傾斜を呈しているが，東へ進むに從つ

て次第に傾斜を塘大して行く。また北西部においては，

北乃至西方囚20乃至6Q位の傾斜を示しているが，時に

北部の高田山周辺においては，走向芯70QW，傾斜はN6Q

を示し，これより西進するにつれて傾斜は西方に変り，

カ・つ次第に緩やカ・になつている。
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本調査地域には，築館來炭厨中に上暦・中暦・下暦の

3枚唖炭贋が賦存している・ごの内稼御能な炭暦は

囎絃び磯の囎だけで・幡購に炭質良好で・

本地域の中央音駐こ広く発璽達している0

1）上　　麟
本暦は構造上その分布も極めて少なく本調査地域の東

縁部に小規模に賦存しているに過ぎない。すなわち大照・

炭艦東側を走る仙北鉄道の切割2箇所に露出し，走向N

20。E，傾斜E7Qを示して、》る。・その暦厚は25cm乃至15

c卑で，かつ西部では前述の如く（築館來炭暦の項参照）

侵蝕されて賦存せず，かつ連続性も乏しく，稼行価値は

無い。

2）中，　層
　本唐は贋厚90cm乃至50cm塗示し・一般に炭質良

好で極めて蓮続性に富み，当調査地域の中央部に広く分

布し，かつ最も広く発達している。また本炭贋の上盤に

は，特徴のある1粥伏庵理を呈する厚さ5m乃至10mの

細粒凝次岩が発達しており，炭贋と共に広く蓮跡される。

・なお所によつては，上盤はしばし婬塊状の浮石質狙粒凝『戸

荻岩に移化し，あるいはま、た東部地域における如く凝荻

質砂岩となる。下盤は一般に凝荻質頁岩の事が多く，時

には細粒凝友岩がとれに代る事がある。

　また陸羽街道以東に分布する大盛炭蕨・月山炭薩・三

峰炭鵬等における炭暦はほとんど水李で，暦厚80cm乃

至50cmを保ちながら東方へ蓮続して、・る。この闘県道

　　　　　　　　　　　　　ひ東側附近で一部多少の痩薄を示すが，東部地域の大照炭

磯（休磯）附近では李均1m内外の厚さを有し，走向N

15QE，傾斜E70を示して衣第に炭暦は地並以下に沈み，大

照炭磯東方約200mの地点で行つた第1号探炭試錐によ

れぼ，深度40mで，炭丈1．80mの炭暦に，また400m

東方㊨地点で行つた第2号探炭試錐は深度63mで，炭

丈一1．50血の炭層にそれぞれ着炭している。すなわち炭

暦は次第に深度を増大し，仙北鉄道東剰に位する内沼の

湖底深く蓮続するものと考えられる・

　中暦の北東部延長部は，玉萩附近において馨第に炭質

不良となり，金山炭鵬（休坑）以東は次第に稼行価値を

失い，漸次炭質泥岩および褐色砂岩に移り変つて僅か紅

・土炭類似の薄暦が認められるに過ぎな㌔、。

　北部の高田山周辺においては，走向N45。W，傾斜N6Q
「
内
外 を示し，炭暦の厚声50cm内外で西進するに從つて

漸家薄くなり粗悪炭に移り変つている。すなわち築館町

藥師堂南西部の大昭和炭鵬で瞳暦厚30cm，さらに西方

へ伸びて：不二炭鵬（休坑）附近では陣さ30cm乃至10cm

位の不規則な粗悪炭に変り，遂には萩沢西方地域におい

て次第に尖滅して，炭質物を含んだ黒色の泥岩に移化し

ている。

3）下　 ’層

　本暦は主とし課越炭磯騨臨いてのみ・最線ぐ
稼行さ才し，．力義つ最も良く発達している。中暦と下暦との

間には，約40cm内外の炭質頁岩の來みがあつて，中暦

60cm乃至80cm，’下暦70cmの厚さ奪示し爾暦を含せて

山丈1．90m乃至1．60m，炭丈1．40m前後となる。な

お本炭膿附近における走向はN450W，西南へ2Q～3Qの

緩傾斜を示し，仙北炭鵬南西方へ蓮続して広範囲に亘つ

て賦存している6

　一方陸珊街道以東地域に分布する本層は，東進するに．

從つて次第に中暦との間隔が開いて地並以下に沈み，炭・

質も漸次粗悪になつて尖滅するものと思われる・．

　一方高田山周辺に分布する本暦は中暦と附陵して北へ

6。～4σ内外の傾斜を示し，一般に炭質悪く僅かに大昭

和炭薩におい七厚さ80cm内外の本炭暦を稼行している

　に過ぎない。

7．炭種およ・び炭質

本地域の亜炭は木質乃至炭質で，一般に木質部を多く

含み，肉眼的に色は黒褐色を呈し，ほとんど光沢なく風

化すると板状に剥離する性質を有する。なお当炭田中よ

り採取した亜炭試料を地質調査所援術部化学課におい

て，分析した結果はi次の如くである。

塑場酬・紛釧
　　　　　1
・神田．鮮酬16・46

大盛炭麟．／10・06
仙北炭麓1　8．76

次分％

13．38

23．82

19．80

揮発分劉

36．13

38．40

40．06

固定炭素％

34．03

27．72

31．38P

硫黄％1

0．37

0．39

0．65

発熱量

4590

4040

4460

次ノ色

褐

淡　褐

〃

8．稼行状況

既に述べた如く本地域の稼行炭暦は，、中贋および下厨

の爾厨で主に中麿が広く採掘の対象となづている・現在

本地域において稼行中の炭鉱は，斥先掘を合わせて11あ

るが，この内中麿と下暦の2枚を同時に採掘している炭

鉱は，照越炭蕨・神田炭磯・仙北炭磯の3箇所に過ぎな

㌔・。，この外中暦1枚のみを稼行している炭磯に，丸大炭
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　膿・月山炭薩・三峰炭膿・大盛炭磯・美松炭彊・第三三

　峰炭薩（三峰炭薩斥先掘契約中）・白鹿炭薩（大盛炭薩の

　　斥先掘）の7箇勝であるが，この外現在休山中の大照炭

　鵬がある。なおオヒ部の大昭矛11炭磯は下暦のみを1採掘の対

　象としている。

　　当地域は・炭暦がほタんど水季で・大部分の炭確は地・

‘　　並附近に開坑し，…般に地表露頭より炭暦に澹つた水李

　坑道を以て掘進を開始し，主として水準以上の採炭を行

　　つているが，仙北炭薩と大昭和炭鵬は斜坑を以て水準以

　　下の藻部採炭を行つている。

　　なお炭暦の上盤は一般に良好で，保安麦柱は，少なく

　　て聞に合い，坑内湧水も比較的少なく，その採掘作業は

　　容易である。なお詳細は炭鵬各説の項を参照されたい。，

暦名， 地　　区　　名　 確定残存炭量確定煎採量

中　 三峰・丸大炭鵬地区，

　　 照越炭薩　　地区＝

　　：大盛炭磯　　地区
、暦
　　，’大照炭蕨　　地区

下

暦

照越炭鵬　地区

大昭和炭膿　地区

計

608ラ000t

289，000t

103，000t

104000t
　，

294，000t

15，000t

，1，413，000t

365000t

173，000t

63，000t

63，000t

9．炭

176000t
　，

9，000t

具黒

本炭田の炭量は，総埋藏量5，386，000t，確定炭量1

1，413，000t，推定炭量2，371，000t，予想炭量1，602，000t

で，この中確定可採炭量848，000t，推定可探炭量1，423，

000tである。

1ブ確定炭量

’本炭量は坑内欺況および炭暦の分布状況を基礎として

探炭試錐，ならぴに採炭坑道等によつて確認せられた炭

暦から，地質学上亜炭暦の存在が確実に確認できる賦存

地域を決定して，炭量を算出したものである。なお地上物

件等に悪影響を与える採掘地域や，谷の侵蝕および炭暦

露頭の風化等を考慮して風化炭量を算出した。なお谷，』

国道および県道等によつて炭層の分布が，分立されてい

るので次の如く，大別して炭量を計算した。

848，000t

2）推定炭量

本炭量は主として，未開発地域を多く含み，探炭試錐

ならびに探炭坑道等によつて確認せられた亜炭暦が，地

質学上さらに蓮続するものと準定して，炭暦の水耶奥往

き’200mを延長してC第5，6図参照）推定炭量賦存面積

を決定して地区別毎に炭量を計算した。

なお三峰・丸大爾炭磯地区に分布する下暦は，地並以

下に賦存する関係上，その詳細な賦況が不明なため推定

埋藏炭量中に入れて計算した。

仙　　　照　　神　照　　仙

北　越　田越
一北

炭　　炭　炭炭　炭
坐　　巫　砿巫　砿
斜　　新　　’信　宿
垂　　込　　　筑　疏

宰棉聾』

月
出

炭
砿

・矧o硫

峰
炭
巫

』
、
？

第5図中暦と下磨との属間距離の攣移図

鉱区番号 炭．砿名
財刑244号三客炭砿
〃　53〃 照越　〃
”234・・ 月山　・
’・29ル、 大盛　〃
’一2．58〃 大照　”

Z36’， 芙松　〃
”309・P 神田
F－278’・ 六晒和　・

試5210” イ山北　　’・

り404レ 丸大
使　　6’・ 第三三峯〃

上照越一

9
砦

落

捌

＆

丞 東6

玉荻

　　　　　　　　　　　　　矯
　　1，，，2，，，細　勉
一一一“一蟹沸臆

八
沢

第6図　
’
各
　 淡　鵬

　月　z

弊彪鐸沢緯薄
纏、．箕騨

＼」物／博

　　　　　　　　　メ
々　蔽、位　置　図
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　　暦名

申

厨

下

暦

地・区名綻残嫉量齢噸鵬
三峰，丸大炭磯地区

照越炭畷　 地区

大照炭磯　 地区，

三峰，丸大炭鵬地区

照越炭蕨』　地区

大昭和炭鵬　地区

計

3宏5，000t　195，000t

552，000い　331，090t
　　　r144，000tr　87，000t
　　　1
627，00qt

552，000t

126，000t

2，326，000t

403，000t

331，qoOt

76，000t

1，423，000t

3）予想炭量
本炭量は亜炭暦が地質学上連続するものと予想して推

定区域よりさらに水李奥行き、4叩mを延長して，予想炭

量の賦存面積を取り炭量を計算した。すなわち亜炭贋の・

存在は可能であるが，探炭試錐等の如き確実な資料が無

いため，亜炭の賦存が必らずしも確実でない区域の炭量

を計算した。

1☆』緬凱

睡
婆
運
旧　，

罎1

遜
・ヨ．

匹

頃
婆

K
．碇

圏
遜震
鞄邑
腰

睡
ヨ区宮

倒琶
匪雇著1一地区名・1

　　恥中　　　　三峰，丸大炭磯地区

唐　　照越炭膿　　地区

’三峰，丸大炭磯地区

照越炭薩　　地区

大昭和炭鵬　　地区

予想炭量
316，000t

480，000t　．

245，000t

487000t
　，
74，000t

認
翼
田

無

下

暦

計

母

退

≒
畢

、1，602，000t

耀

藁
姻

一K

　　　　　　　　区
　　　　　　　　駕
　　　　　　　　巽
　　　　　　爵　　喚

噛歯
　　　　　』㎜　　　　　　狐翼　　　　　　医瓜　　　　　　　　翼　　　　　　翼誕
　　　　　　　　に
　　　　　　　　　　　　臨餐

10．炭醸・各説

三峰炭磧
1）調査期日　　昭和24年1a月5日，

2）　炭膿名　その他

（イ）、炭薩名：前田組，三峰炭鵬鉱業所

（・）　鉱区番号・宮城県採掘擢登録第244号

（ハ）鉱区面債＝166，533坪

（二）鉱業樺者：前田朝成（東京都湿！川区北晶川町）

3）沿　革
　昭和14年8月，．鈴木長五郎氏が始めて試掘擢を登

録）その後昭和18年12月前田朝成氏が，、譲渡を受け

で採掘擢を取得本格的開発に蒲手して現在に至る。

4）位置および交通『1

　宮城県栗原郡玉沢村役場附近の県道筋に位置して，

築館町i迄は約3km，東北本線瀬峰駅迄は約9km，新

田駅迄は約14kmの地点にある。蓮搬は主として県道

を利用し，貨物自動車あるいは荷，馬車を用いて，前記

各駅迄搬出を行つている。この聞他少の勾配のある所

があるが，全般的にはほとんど李坦で，蓮搬上に支障

認
懲
幽

領

Q

1壷翫『
脹

隠

爆蜜、

謬
庭’

蝉拠　　虹

團誕氏

噂輿

　　　㌶敷痴

　　　起一
狽

騨叢
坦　　邸ヤ㎜1

　　　堅

醗黙

雌

曝
遜
凝蔓

團
・K

橿

環

黛

駅

思
翼繋
口並
酢

慰

壷鐡
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宮城県築館炭田調査報告（高橋凋・森和雄）

をき・たすよ5な事はない。

萄　炭贋（稼行炭暦）およぴ炭質

　現在稼行中の炭暦は中暦一枚のみで，当炭薩附近に

おいては下暦の発達悪く，地表には露出していない関

係上，その暦厚およぴ炭質の状況は一切不明である。

なお走向傾斜は概ね水李で，当炭薩附近全体より見れ

ぱほとんど傾斜を有せず，わずかに局部的に10～2Q

内外の緩傾斜をくりかえしているにi過ぎない。

　炭厨は厚さ耶均70cm乃至80cmで，木質部と炭質

部が互窟し，一般に木質部が優勢である。なお亜炭ば

爽みをほとんど有せず，褐色乃至黒褐色を呈し，炭贋

中にはしぱしぼ直立せる樹幹のあるのを時徴とする・

6）稼行駄況

　坑道は地並（29m）附近に開坑し，炭暦に澹つた水　1

李坑道を以て，中暦1枚を探掘の対象としている。な

お三峰本坑，三峰2号坑1飯島坑および新照坑の4坑

を有しているが，現在特に三峰本坑に重点を置き，そ

の掘難に主力を注いでいる。なお今後本坑道を延長し

て新照坑道に貫通させる予定で凌）る。

7）主要設備

A）坑外設備
　（イ）　建物設備，事務所2棟，倉庫1棟，薩宅2棟

　（・）　受電設備，トランス10k（1基）25k（1基）

　（ハ）動力設備，モーター2Hぞ（1基）

　（二）排水設備，石油発動機排水ポンプ2HP（1基）　、

　（ホ）　通気設備，通風坑（自然換気）

　（へ）乾溜釜，南式8基

B）坑内設備

　（イ）坑　 道

　　名　　称・三峰本坑・三峰2号坑新照坑・飯

　　　　　島坑
　　蜘　　脊：6尺×6尺，5尺×6尺

　　支　柱：爾留三ツ枠

　　種類・水李片盤坑道
　　坑道延長・350m
　（ロ）坑内運搬設備

　　炭　　車・木製箱型12台（ワ2t積）

　　軌　　條；12封度

8）採　 炭　、．

A）採炭方法：残柱式採炭

B）　掘進方法：…手掘掘進

9）運　 搬

　片盤およぴ坑道蓮搬：炭車による手押

10）出炭朕況
A）　最近出炭量・昭和24年11月　　380急

　　　　　　〃、10月　　160t

昭和24年9月　300t

．｝〃　8月　250t

　ヶ　7月　グ
　〃　6月　〃

B）完成乾溜・・一ライ』月産耶均10t内外

11）組　 織

職

別1男
職

員

労．

務

者

憂術員一！、τ

L事務員

採炭夫
後　1山

難夫及び選炭夫

乾溜工
計

3

18

4
3
4

36、

女　　計

1

2
10

13

18

4
5

14

49

㌧
1
2
）
　
賃 金および給料　　．

　A）職員は月給彿・採炭夫は請負制，その他は日給制

B）　李均牧入　月4，000円

照越炭磧1
1）　調査期目＝昭和24年12月5日

2）炭磯名　その他
　i）　炭磯名・株式会社照越炭磯鉱業所

　ii）　鉱区番号：宮城県採掘樺登録53号

　iii）鉱区面積：593，500坪

　王v）鉱業樺者：石垣正太郎

3）澹　 革

　鵬　本炭鵬は，明治28年頃発見せられたものといわれ，

大正7年石垣甚之丞氏が鉱業擢を取得，始めて開発に

着手して採炭に取掛り，その後数代を継承して昭和17

年11月，有限会戯昭和鉱業所を設立するに至つた・昭
i和23年，諸設備を整備して坑内ρの発展を計ると共に，

組織を拡張して株式会肚照越鉱業所と改称す。

　昭和24年4月，経済界の変動に．対処し將來の事業発

展のために，事業を縮少して労務人員の整理を断行，

所長も代つて石垣正太郎氏が就任現在に到る。

4）位置および交通

　宮城県栗原郡玉沢村上照越にあり，陸羽街道（国道）

沼線に位置レている。現在国道筋に貯炭場を設け，こ

れより貨物自動車および荷馬車を利用して亜炭の橦込

　を行つているが，その蓮搬は容易である。なお築館町

迄約3km，東北本線瀬峰駅迄は約3kmの地点にあ

　る0
5）　炭暦（稼行炭暦）’

　現在稼行中の炭暦は中暦および下暦の2枚で1爾暦、
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地質調査所月報（第3巻第4，5号）

の間隔は非常に撫レ℃いる・そ蠣間麟鋼蹴に

おいて2m前後，新坑においては如c皿，で西方に伸

びるにそ楚つて爾暦の間隔は次第にど少なくなり，爽み．も

凝友質頁岩より炭質頁岩に移り変つて翻る。炭暦の厚

さは中暦は60cm乃至70cm，下暦は70cm内外を保ち

爾暦を合せた炭丈はhn40cm内外ぞ山丈は1m80cm
’
内

外である（附図第4図参照）。一般に走向はN500W，

傾斜Slo～20を示し，西進するに從つて炭暦は家第

に地並以下に移り，南西方地域にお斗・て広く賦存して

いる。

6）稼行・朕況
　走向はN50W，傾斜S1～20を示し，主として地並

（26m）附近より炭暦に澹つた水李坑道を以て採炭を

実施している。本炭磯は往時より相当に開発が進み，

当炭田中最大の生産実績を示している。

　現在国道沼線の旧坑附近はほとんど掘り蓋され新た

に旧坑西方に坑口（新坑）を設けて採炭を実施中であ

るが，採炭勧羽は次第に西部に進み，添つ深部炭暦の

採炭に移りつ瓦ある。

　なお1時新坑西方約2叩mの地点に斜坑を設けて，

深部炭暦の採炭を計画したが，現在その操業を中止し

ている。

　また当炭磯は中暦，下暦の2枚を採炭している関係

上，中暦1枚のみを稼行している他の炭鵬に比べ・そ

の採掘炭量は大きく，稼行條件にはめぐまれている・

　現在新坑坑口より約250mの軌道を敷設して，国道

筋に設けた貯炭場迄炭卑渾搬を行い，これより荷罵車

および貨物自動車に積込み，国道を利用して亜炭の搬

出を行つている。なお当炭磯ば陸羽街道（国道）洛線

に位する関係上，トラツ〃輸邊の便が良く蓮搬上有利　・

な位置を占めている。

7）主要設備

　i）坑外設備
　イ）　受電設備；，トランズ15KIV（2基）

　・）　動力設備＝捲揚機30HP（1台）

　ハ）蓮搬設備＝トマツク（7台〉

　二）　通気設備・通風坑による自然換気

　ホ）　建物設備＝事務所1棟，車庫1棟

　　　　　　肚宅4棟，乾溜工場1棟

　へ）　乾溜釜：9i基i

　ii）坑内設備

　イ）坑　　道

　　加．脊：6尺×6尺
　ロ）境、内蓮搬『設備

　　炭、　車IP：木襲箱型13台（ヴ躰積）

　　軌　　條；12封度

8）探　　炭

　i）　採炭方法：残柱式採炭，一部長壁法

　i置）掘進方法：，手掘と発破採炭を併用している。

9）蓮　　搬

　　坑道蓮搬：炭車による手押

10）出炭状況
　　日召∋和24年1月　　　1，530t

　　　〃　2月　　1，600t
　　　〃　3月　　1，530t

　　　〃　4月　　　413t
　　　〃　　　5月’　　　　　　327t

　　　〃　6月　　　狙3t
　　　〃　7月　　　367t

　　　〃　8月　　　421t

　　　〃　9月　　　351t
　　　〃　10月　　　　515t

11）組　　織

職 別

職員

技術員

按　術　員

事　務一員

坑　内　夫

坑　外　夫

計

男
｝妄一』「躍評…

40

2615
t7・i51　　　　1

40

31

種　類＝水耶坑道
名　　称＝蔦坑，木坑（新坑），斜坑（休坑）

支　柱＝爾留…三ツ枠

坑道延長＝約4，000m

75

12）賃　　金
　　月当李均牧入　3，820円（24年12月現在）

13）t当り生産費

　　直接生産費　　450円　l

　　t当り価格　　700円

月山炭破
真）　調査期日3昭和24年12月5日

2）’炭薩名　その他

　i）　炭鵬名；株式会批月山炭磁鉱業所

ii）　鉱区番号＝宮城県採掘灌登録第234号

iii）鉱区面’穣＝9万8千坪（堰区6万坪）

iv）鉱業樒者：吉村広吉外一名（仙台市中島町）

3）澹　 革

　昭和18年6月仙台市の吉村氏，他一名が，採掘槽を

登録，始めて開発に着手したがその後昭和23年1月大

同亜炭株式会駐が共同鉱業灌を登録，その後新たに昭

和24年8月，月山炭艦株式会砒（仙台市東四番丁）を
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宮城県築館炭田調査報告（高橋編・森和雄）

設立，檬炭を実施し現在に至る。

4）　位置およぴ交通

　宮城県栗原郡玉沢村月山に有り，西方約、1kmで陸

羽街道に達し，これより築館町および東北本線瀬峰駅

迄トラックにより亜炭運i搬を行つている。

5）炭　　暦（稼行炭暦）

　炭丈60cm内外を示す中暦（附図第4図参照）1枚
を稼行し，炭層は全般的に傾斜を有せずほとんど水耶

である。

6）稼行状況
　坑道は地並（27m）附近に開坑し，炭層に澹つた水

李坑道を以つて探炭を行つている。なお地並以下約4

m附近に，下暦の亜炭を見るが，炭質不良でほとんど

稼行の対象にならなく，中暦1枚を主要な稼行炭唐と

している。

7）主要設備

i）坑外設備

　イ）　受電設鯖：　トランス5KV（1基）

　ロ）動力設備、＝なし

　ハ）蓮搬設備＝トラッグ2台

　二）排水設備＝ボンプ，1台10HP

　ホ）　通風設備＝自然換気

　へ）諸建物設備・事務所1棟

　　　　　　就宅4棟
　卜）　車乞オ留釜＝　コーラィト車乞溜釜，　3基

ii）坑内設備

　イ）坑　 道

　　　種　　類・水李片盤坑道

　　　名　称31号坑，2号坑
　　　支　柱・爾留三ツ枠
　　　坑道延長：1号（300m），2号坑（200m）

　　　加　脊＝5尺×6尺
　　ロ）坑内蓮搬設備

　　　炭、　車：木製箱型8台（ワ2t積）

　　　軌　　條＝12封度

8）採　 炭

　i）採炭方法＝残柱式掘進
．　ii）探掘方法：鶴臓使用手掘前進

9）運　 搬・

　　　坑道蓮搬＝炭車による手押
、10）　出炭欺況（最近月産額）

　　昭和24年10月

　　　〃　9月
11）組　 織

　　職　員
　　坑内夫

200t

l80t

2名

13名

岬　　坑外夫　　 10名

　　運搬夫　　 3名、

　　　計　　　28名
1診）賃　　金；卒均月牧　3，600円～3，500円

13）主なる販責先：川崎市製紙工場，その他地場壷り

　大盛炭磧

1）　調査期日＝昭利24年馨月5日

2）炭膿名　その他

　i）炭磯名＝宮城鉱業株式会批大盛炭磯

　ii）鉱区番号・宮城県採掘登録第294号　1

　孟ii）　鉱区面穣：162，800坪・

　量v）　鉱業擁者：宮城鉱業株式会就

3）澹　 革

　昭和22年11月代表者佐々木正雄氏外一名が操掘灌を

得て開発に藩手，その後昭和23年7月宮城鉱業株式会

就が，その擢利を継承し現在に至る。

4）　位置および交通

　宮城県栗原郡玉沢村月山にあり，築館町東方約25

km中地点にある。なお炭鵬は丁度陸羽街道と県道と

の略々中間に位し，西方約800mで陸弱街道に出で，

その東方約700mで県道に達している。亜炭の輸逡は

　これら勘街道を利用し，築館町および東北本線瀬峰駅

迄運搬を行つている。

5）炭　　層（稼行炭暦）

　現在稼行中の炭暦は中暦1枚で，炭丈80～50cm

　（附図第4図参照）を示し，全般的に．ほとんど水李で

あるが局部的に10～2Q南へ傾斜している。

　炭暦は一般に上部が炭質良好で』その下部約30cm

前後は稼行価値の少ない粗悪炭となつている。

6）稼行状況

　本炭薩においては中暦1枚を対象として地並（31m）

附近に開坑し，炭厨に澹つた水李坑道を以つて採炭を

実施している。なお鉱区内において白鹿炭薩，ほか3

箇所に斥先掘を許可し，採炭を行わせているがその規

模は極めて小さい0

7）主要：設備

　乱）坑外設備

　イ）　受電設備3なし

　・）　建物設備：休息所2棟

ii）坑内設備『

　イ）坑　 道

種類＝水雫片盤坑道

名　称：本坑
支柱：殉留三ツ枠・

加　　脊35尺×6尺
坑道延長＝240m
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　．）靹醗繍　　　　　　鰍し，鉱臨鱒して購炭麟欧飢し・聯
　　炭　恥木製鯉暗（・／2曖）　　　掘を実施中であるが・その燦業臆だ財融’・’

　　軌　條，：12封度　　　　　　　　　7γ主要設備
8）採　　炭！F　　　　　　　　　　　　　　　i）坑外設備

　吐〉採炭方法： 残柱式採炭　　　　　　　 イ）建築物
　至i）掘進方法：鶴鵬使用による手掘前進　　　　　　　　　　　事　務　所　1棟・

9）運　　搬　　　　　　　　　　　　　　選炭場1，棟
　　　片盤およぴ坑道蓮搬，炭車による手押　　　　　　　　茸）　坑内設備

10）出炭欺況　　　　　　　　　　　　　　　　イ）坑　　道
　　　昭和24月11月，10月月産李均200t「　　　種類＝’水耶片盤坑道
11）　組　　　織　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名　，称：本坑，二号坑

　　　事務員　　 3名　　　　　　　 支　柱3爾留三ツ枠

　　　技術員　　　1名　　　　　　　　　坑道延長：500m
・　　　　坑外労務者　　　　　6名　　　　　　　　　　　　　　　加　　脊・容尺×5足

　　　坑内労務者　　9名　　　　　　　・）坑内運搬設備’

　　　　計　　・9名　　　　　　炭車木製箱融台（撤樹
12）賃金およぴ給料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　軌　　道：12封度

　　　李均月牧　　5，000円（一6，000円　　　　　　　　　8）　採　　’・炭

13）　販　　　路　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i）採炭方式：残柱式採炭　一

　　　福島製紙工場　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ii）　掘進方法・手掘掘進

　紳由炭磯　　　　　　　　　　　　9）運　搬
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　片盤および坑道運搬・炭車による手押声）調査期日　昭和24年12月4日
2）　炭薩名　その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　10）　出炭状況

　i）　炭磯名，神田炭蕨鉱業所　　　　　　　　　　　　　　　昭和24年10月　　　　2qlt

　li）　鉱区番号：宮城県採掘灌登録第309号　　　　　　　　　　　　　〃　9月　　　　150t

　iii）鉱区面積；45，000坪　　　　　　　　　　〃8月、　200t
　iv）　鉱業灌者，石垣謙治（宮城県栗原郡築館町）　　　　　　　　　　〃　7月　　　　220t

3）沼　革　　　　　　　　．11）組　織
　　昭和25年8月石垣謙治氏が照越炭鵬より磯業区の一　　　　　　事　務　員　　　　2名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　按術員　　1名　部を譲り受け，試掘灌を出願』して開坑に着手，その後

　蜘24郷腰掘鞭嚇，本格麟発に取鋤雛　　坑醗瀦　 9名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　坑外労務者　　3名　に至る。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計　　　15名　4）位　 置

　　　　　　　　　　　　　　　　12）t当り生産費　　宮城県栗原郡主沢村大字上照越にあり，『照越炭鵬に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　550～600円（直接生産費）　隣接して陸弱街道迄は約300m余の距離にある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　800円（山渡）　5）　炭　　　 贋（第7、図参照）

　　　　　　　　　　　　　　　　　仙北撰磧　　照越炭膿と同様に中暦・下暦の2枚を稼行し，その

　厚さは中層約85cm，下暦75cmで）飽贋合わせて炭　　1）調査期日　昭和24年12月4日

　丈1m60cm，山丈2m内外を呈し，爾膚聞には約40cm　　2）炭薩名　その他

　内外の炭質頁岩乃至凝友質頁岩が換在している。なお　　　i）炭薩名：株式会批仙北炭鵬鉱業所

　炭暦は木質部と炭質部が混合しているが一般に木質部　　　ii）鉱区番号：宮城県試掘灌登録第5210号

　分の発達が優勢である。　　　　　　　　　　　　　　　　iii）　鉱区面積：688，220坪

　6）稼行賦況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三v）鉱業櫻者：五十石喜一（編島県石城郡勿※町

　　本炭磯においては走向N45QW，傾斜S2～3。を示　　　　　　　　　　　　　　　　高野）

　し，地並（33m）附近より水李坑道を以て中暦と下暦　　3）『沿　　　革

　の2枚の炭暦を稼行している。鏡在採炭切綱を西方へ　　　　昭和22年五十石氏始めて鉱区を出願，開坑に着手し

　　　　　　　　　　　　　　　　18一（186）



宮城県築館炭田調査報告（高橋調・森和雄）

　て現在に至る。

4）位　　置’
　寓城県栗原瀞張沢対字上照越にあり，陸羽街道の滑

線，照越炭鵬より西方約600mの地点にある。1

5）炭　　暦（稼行炭暦）

　照越炭鵬と同様に，炭暦は中厨，下暦の2枚があつ

　て殉層聞には厚さ約35cmの炭質頁岩が挾在する。厚

　さは中暦50cm，下暦70cmで殉層共稼行の対象とな

　つてお切一般に走向はN500W，傾斜S1～2Qである。

6）稼行状況
　当炭膿においては，斜坑により，地並以下の採炭を

　実施している。

　その坑道は地並（36m）附近より斜坑を卸し，深度

　18m内外を以つて中麿・下暦2枚の炭厨に着炭してい

渇。これより坑道は炭暦に澹つた水李坑道に移つて，，

　亜炭の採掘に取掛つたぼかりであつたが，坑内の湧水

　が多く排水に悩まされている獣況にある。

　なお調査時においては，斜坑操i業以來日が浅く，着

　炭後における坑道延長嫡わずか20m余に過ぎない。

　今後南へ坑道を延長して深部炭暦み本格的開発に取掛

　り，將乗月産李均約1，000tの出炭を計画している。

　当炭鵬は鉱区内の未開発面積が広大で，炭も厚く，

．かつ広範囲に亘つて賦存しているものと想像され，今

．後の開発が大いに期待される。

　，なお，当炭磯には前記の斜坑と，陸朔街道沿線に位

　貿する水李坑，、旧2号坑の2箇所の坑道を有している

　が，現在ほ水李坑の操業を中止し，專ら斜坑に重点を

　置いてその探掘に主力を注いでいる。

一7）主要設備

　i）坑内設備
　イ）　蔓電設備：　トランス，　5KV（2基）

　・）　動力設備・捲揚機，5HP（1台）

　ハ）　運i搬設備：なし

　二）　排水設備：排水ポンプ3HP（1台）2HP

　　　　　　（1台）　1HP（1台）

　ホ）　通気設備：なし

　へ）諸建物・事務所1棟休息所および現場倉

　　　　　　庫3棟
　ii）坑内設備

　イ）坑　　道
　　　種　　類・斜坑（本坑），水卒片盤坑（2号旧

　　　　　　坑）
　　　名　称：本坑，旧2号坑

　　　支　　柱・殉留三ツ枠

　　　坑道延長：80m
』
’
　
　 加　脊＝6尺×6尺

　・）L坑内蓮搬設備　　・

　　炭　　車：木製箱型　5台（ワ2t積）

8）裸　　炭、

　　鶴粥使用による手掘掘進

9）蓮　　搬

　i）　片盤および坑道蓮搬＝炭車による手押

ii）　斜坑蓮搬＝捲揚機使用（65m）

10）出炭賦況
　現在日産批程度であるが，月産ち000tを計画して

いる0

11）組　　織

　　事務員　　　 2名

　　職　　員　　　 1名

　　坑内夫　　　13名
　　坑外夫　　　　5名
　　　計　　　　21名
丸大炭磧

1）　調査期日　昭和24年12月10日

2）炭膿名　その他

　i）炭磯名・　　　　　丸大炭鵬鉱業所
の　鉱区番号：宮妓県試掘権登録第40墾号

iii）　鉱業灌者・遠藤康五郎

iv）鉱区面積：37，000坪

3）沿　 革

　昭和16年2月，築館産業株式会肚が試掘を登録，開

坑に着手したが，その後掘進を休止，昭和22年6月遠

藤氏が前記の試掘擢を継承して開発に取掛り現在（24

年12月）採掘槽を出願中である。

4）位　　置

　宮城県栗原郡入沢にあり，その西方約400mで陸弱

街道に出で，照越炭磯に相対し築館町迄は約13kmの

地点にある。

5）炭　　暦（稼行炭履）および炭質

　現在稼行炭暦は炭丈60～70cmを有し，中暦1枚を

対象としている’（附図第4図参照）。なおとの下位に

下暦が賦存しているが，当炭薩附近では中暦との暦聞

踵離が開ぎ過ぎて探掘困難となり，稼行の対象とはさ

れていないo

　『炭暦は全般的にはほとんど水李である。

　亜炭は木質の部分が多く黒褐色を呈し，光沢なく乾

燥すれば板朕に剥離する性質を有する。

6）稼行斌況

　本炭薩は地並（3hnン附近に坑口を設け，これより

　70内外の傾斜を以つて，東方へ斜坑を下し斜坑坑道約

　35m宅着炭し，その後炭暦に澹つた水李坑道に移り採

　炭を実施している。調査時に聴いては採掘灌の登録を
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ノ

出願中であづたが，当炭藤は，開坑以楽日が浅く本坑

、道延長120mに過ぎない。

　なお現在稼行中の坑道は，その坑口の位罎が悪く蓮

搬上不利である。故に今後炭暦の露頭と思われる適当、

な場所に坑口を設けて，蓮搬ザこ道を斜坑より水Zド坑道

に改むべき・である0

7）主要設備

　i）坑外設備
　イ）　電力設備：　トランスり　5KV（2基）

　ロ）　動力設備：捲揚機，　5，HP　（1台・）　ワイヤー

　　　　　　60m
　ハ）　蓮搬設備：トラック（1台）

　平）排水設備：誹本ポンプ，細P（1台）

　ホ）　建物設備：事務所1棟，現場事務所1棟

　ii）坑内設備

　イ）坑　　道
　　，種　類：水季片盤坑道，斜坑（30m）

　　名　称＝本坑
　　支　柱：殉留三ツ枠
　　坑道延長：350m
　　加。脊：6尺×6尺
　・）坑内蓮搬設備　．

　　炭　　車・木製箱型6台（ヲ2t穣）

　　軌　　條：12封度
8》採　　炭

違）採炭方式・残柱式採炭

　i董）掘進方法・鶴臓使用による手掘掘進

9）蓮　　搬
　』片盤および坑道蓮搬＝炭車による手押運搬

　斜坑運搬・捲揚機使用（30m）

　　最近日産額　　李均8t前後

11）組　．織

　　事務員　　　，1名
　　技術員，　　2名
　　坑内労務者　　　 4名

　　坑外労務者．　　　13名
　　　自動車運搬係員　　　　4名

　　　　計　　　　24名
12）生産、費

　　『直接生産費（450円）

　　　地場　費（800円）

大昭和媛磧

1）　調査期日　昭和24年12月4日

2）炭鵬名　その他

　i）　炭鵬名：大昭和炭鵬鉱業所

ii）　鉱区番号：宮城県採掘橿登録第278号

iii）鉱区面積：334，300坪

iv）鉱業櫨者・富塚文夫

3）滑　‘革
　昭和22年5月大誠興業株式会祠二（東京都芝区田村町

五丁月）他」名が開発に着手，昭和22年6月大同亜炭

株式会就（東京都芝区西久保町）が譲渡を受け宅，本

柊的採掘に取掛つたが，アイオン台風により坑内埋浅

してその操業を一時休止したが，最近富塚氏がこれを

継承，現在再開を計画中である。

4）位置および交通

　宮城県栗原郡築館町萩沢にあり，東方約700mで陸

弱街道に達し，築館町から最も近距離に麦）る・

5）炭　 ・暦

　中暦，下層の2枚の炭暦を有し，その贋聞距離は約

1．5m乃至2m位である。その走向はN700W，傾斜N60

を示し，主として地雌（15m）以下に賦存している。・

中暦は暦厚薄く，かつ炭質不良でほとんど稼行価値な

　く，主として炭丈85cmを保つ下暦1枚を稼行の対象、

としている（第7図参照）。

6）稼行状況

　地並（27m）附近に坑口を設け，これより北方へ向

つて斜坑を下し，水準以下の炭麿麹採掘していたが，

アイオン台風によつて被害を受けて坑内埋没し，調査

’時においては復旧排水作業中で，その坑内賦況は不明

であつた。なお新坑，旧坑の2箇所の斜坑を有し新坑

は將來蓮搬坑，’旧坑は蓮却坑道にそれぞれ整備する予

定である。、

7）主要設備

　i）坑外設備
　イ）　受電設備：1・ランス，・20KV（1基）

　・）動力設備：捲揚機，15HP（1台）
　ハ）　蓼卜水設f薦＝ヨ非水ボ∋ンフ9，10HP（』1台）　1

　ii） 坑内設備　　　　　　　　　　嬉
　イ）坑　　道

名『

種

加

称＝本坑，新坑，旧坑

類・斜坑

脊＝5尺×6尺

8）運　　搬

　　斜　　坑：捲揚機使用

9）組　　織

　　事務員　　　　2名
　　技術員　　　 2名

　　排水復旧作業員　　　　4名

　　　計’　　　 8名

美松炭礁
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1）　調査期日，　昭獅24年12月7日

・2’）炭凝名　その仙

　i）　炭鑛名：美松亜炭株式会瀧

　ii）鉱区番号：宮城県採掘槽登録第236号

　iii）鉱区面積：484，500坪

iv）　鉱業槽者＝古関筒志

3）浩　　革
　昭和18年8月三松三五鄭氏が採掘灌の登録を行い，

　始めて採炭を開始したが，その後昭利22年7月美松亜

　炭株式会薩がその擁利を継承して現在に至る。

4）位置および交通

　宮城県栗原郡玉沢村大字玉萩および太沢に位し，県

　道まで約2kmあり，その聞道路ば非常に悪く蓮搬に

　は大変支障を來たしている。なお築館町まで約5km，

　東北本線瀬峰駅までは約7kmの地点にあり蓮搬は貨

　物自動車あるいは荷馬車によつて行われている・

5）炭　　暦
　稼行炭暦は1．枚で60cm前後の厚さを有し，炭暦の．

　上盤は塊黙浮石質粗粒凝友岩または細粒凝次岩で孝向

　傾斜はN40Q～500E，E20を呈し炭質は概して木質部

　分が多い。

6）稼行状況
　現在稼行中の坑道は2坑ある。大部分は，板炭とし

　て採掘して：いる。

7）主要設備

　i）坑外設備
　イ）薄搬設備3トラヅク1台

　・）建物設備＝駐宅　坑夫長屋5棟

　　　　　　貯炭場1棟
　ハ）　乾溜設備＝乾溜釜　1基

　ii）坑内設備
　イ）　坑　　i蕊・水ギ片盤坑道

　　・）　炭　　車・木製箱型，3台（ワ2t槙）

　ハ）　軌　　道＝12封匿，150m

8）一採　　炭

　i）、採炭方式＝残柱式採炭

　iiン掘進方法＝鶴粥使用手掘掘進

9）・出炭状況

　　　最近李均月産　　200t内外

10）組　　織

　　　坑内夫　　　　6名
　　　坑外夫　　　　2名

大 照炭磯

1）調査期日＝昭和24年12月6日

2）　炭膿名　その他

　Fi）炭磯名・仙北採炭株式会砒

ii）　鉱区番号・宮城県採掘権登録第258号

ii呈）鉱区面積＝541，000坪

iv）鉱業樒者＝太田松治郎

3）澹　　革

　昭和20年12月太田氏が採掘罐を出願一して，始めて開

発に着手し，昭和23年5月仙北探炭株式会薩を設立，

『前記採掘灌を継承して本樫的採炭に取掛つたが，その

，後経営園難に落ち入り，現在操業を休止している。

4）位　　置

　宮城県栗原郡玉沢村太沢にあり，築館町より約5km

の地、点にある。

5）炭　　暦．
　（第7図参照）

6）　　稼ぞテ到犬況

　現在休山中である。

11．結 論

本調査地に発達する築館來炭層は緩やかな丘陵地幣に

略々水卒に分布し，上暦，中厨および下暦の3枚の亜炭

暦を挾有している。この中稼行に耐え5る炭暦は中暦，

ド暦の2枚で特に中暦は炭質も良好で本調査地域の中央

部に広く分布し当地域の主要な稼行炭暦となつている。

なお下暦は主として本調査地の中央部を横断する陸羽街

道以西に広く分布し，』東進するに從つて，次第に炭質は

不良となり，稼行価値を失5。炭麿は厚さ80cm乃至50

cmで，一般に連続性に富む。木質および炭質亜炭でほと

んど來みは無く，発熱量は4600ヵロリー乃至4000カロリ

ーである。また採炭切羽におげる支保は，上，』下盤の良

好なため，その多くを必要としない。また坑内湧水も比

較的少なく，その採掘作業は門般に容易である。なお確

定炭量は1，413，000t，推定炭量は2，370，000t，予想

炭量は17600，000tである。現在稼行炭鵬は・11坑あり・

この内中暦と下騒の2枚の炭贋を同時に採掘しているも

のは照越炭磯，神田炭鵬，仙北炭鵬の3箇所で，ごのほ

かの炭磯（8艦）では総べ1て中層11枚のみを稼行してい

るに過ぎない。現在最も採掘の進んでいる地区獣，中央

部の照越炭繭三峰炭甑大盛炭鑛周辺で・、炭暦の離

が最根く，なおかつ採掘努犬況からいつて轍も好即

地域菱占めている。また北集部ならぴに南部地域におい

ては炭暦の発達が一般に悪く，わずかに東部の大照炭膿

（休坑）周辺が稼行価値を有しているにすぎない。…方

西部地区の仙北炭鵬附近においては，中暦，下厨良く発

達し，カ・つ殉炭暦は非常に近接し，仙北炭膿の南西方に

向い相当な範囲に亘つて，広く賦存しているものと思考

される。以上のよ5に今後の発展の対象としては，仙北

炭膿南西方地域がのぞましく，將來この開発に当つては
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適当な箇所を設定し，探炭試錐を遂次実施して本炭暦の

賦存状況を明らかにする必要がある5

　当調査地域は近くに消費地築館町が接し，冬期間にお

いては，．暖房用として亜炭の需要が盛んであるが，一方

夏期に右いては季節的な需要供給を減じ，最茸の資金

難，ならびに石炭生産の上昇におされ，経済的不振，器

553．41＝550．8（524）：622．19

よぴ経営の困羅は，まぬがれぬため，今後余り大麗嘆な

開発はのぞまれず，主として小規模な開発計画が実施さ

るべきものと思考される。なお今後の対策として，亜炭

の利用方法を敦善し，加工燃料としての亜炭用途を研究

し，その利用価値を高めるよ5努めなけれぼならぬもの．

と考えられる。　　　　　　　　（昭和畢年招月調査）

北海道千歳郡光龍華山金鑛床調資報告1

◎ 齊　藤　正．　雄菅

R6sum6

Go1αOre　Deposits　of　the　Koryu琿ille

by

Masao　Saito

　Formation　of　the　area　is　constituted　of

green　tuff，sαndstone　and　dark　gray　nlu（i－

stone　of　Neogene　Tertiary、covered　bジpro－

pyrite，sand，clay　and　tuffaceous　mud　flow

of　Quatem＆ry．Mudstone　bed　strikes　at）out

NNE　to　NW，dips　NW150to30。l

　Two　important　gold－silver．quartz　veins

occur　in　mudstone，striking　EW，dip！）ing

700　to800　north　or、south，・an（1exten（i　over

150m　with　thickness20to40cm．

　These　ores　have　the　banded，brecciated

and　drusy　structures，　an（1　their　essentiaI

constituents　ar“sphalerite，galena，　chalco・

pyrite，quartz，calcite， r1手・d・chr・site，a1廿

nite　etc．

　 Majority　of　the　ore・veins　were　already

mined，alldthe，remainedoresof30to709／t

of　Au　are　now　bei取g　worked．

1．緒 悶

光龍鉱中の開発は昭和12年以降に属し，、戦時中隣接の

恵庭鉱山と共に活発に稼行され，その含金量において臓

後者に優つていた。その後休山中のところ，「最近再び注

目。され，僅かながら邊鉱もされている。

今回本鉱山の坑内調査を主とする近縁の地質概査を行

梼　北海蓮支所

つた。調査に要した期聞は昭和25年＄月下旬の12日聞

で，その後の室内研究により大略の結論を導き得たの

で，ここに報告するo

野外調査中種々御便宜をはかつて載いた鉱山関係各位

に深謝する。

2．1鉱 区

登録番号ヒ　胆振国採登第60号他3913，000坪

鉱種名’：金・銀・銅

鉱業灌者：東京都港区聯布竹谷町7番地・油谷農介

3．位置および交通

鉱区は胆振国千歳郡恵庭村にあつて，札幌市の南南西

直踵離24km，支笏湖の北北西6km，の漁川の一支流金一

山沢の中流附近に設定されている。現地に至るには，札

幌市より定山漢鉄道を利用して石切山駅で下車，これよ

り徒歩鉱山道路を南下すること20㎞で達する。この間

トラツ〃輸邊が可倉旨である。た黛し木雨の後には橋梁の

破損および道路の亀裂等が起る場合があるのと，冬期聞

の積雪量が多いことで，輸邊面にかなりの支障を來たし

ているo

　さらに．鉱山より南へは林内歩道が通じ，人跡稀なため

に，歩行困難な箇所もあるが，略々8kmで支笏湖畔へ

出る。

4．地形および地質

　本地域の東部と西部とではその構成地質要素により地』

形を異にする。すなわち本鉱山は齊方匠域外に讐立する

室沼嶽（1251m）連峯に源を楽して東流する金山沢の中

流海抜500m乃至600m附近に位置するが，これ迄は地

形概して急峻で，河谷も深く刻まれて各所に懸巌を形成

し，難年期の地貌を呈する。これに反し区域の東方では

比較的緩慢となり，凝次岩を主とする泥流が北走してい
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